
大腸癌ベバシズマブ（5）・FOLFIRI療法

治療

5%ブドウ糖液

※点滴ラインに残ったお薬を流します分（目安）
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大腸癌ベバシズマブ（5）・FOLFIRI療法は、ベバシズマブ・イリノテカン・フルオロウラシル・レボホリナート
カルシウムを１週目に投与し、その後1週お休みするのを繰り返す治療法です。
強い副作用が出た場合や、患者様の状態によっては、治療を延期したり、薬剤を減量することがあります。
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フルオロウラシル 2400mg/㎡を携帯ポンプを利用し
46時間持続点滴します

フルオロウラシル 400mg/㎡を5分で静脈注射します

イリノテカン150mg/㎡を90分で点滴します
レボホリナート 200mg/㎡を120分で点滴します

パロノセトロン
デキサメタゾン

ベバシズマブBS 5mg/kgを90分で点滴します
（2回目以降問題なければ60・30分に短縮する可能性あり）
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当レジメンの開始日
年 月 日

東北大学病院薬剤部

体表面積
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*薬剤は一般名で記載しています。


